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­第３次営農振興計画の策定にあたって

　平成11年４月に12JAが合併し、JAえひめ中央は発足致しま
した。以来、12年目が経過しようとしていますが、平成14年
には合併メリットを最大限に生かすべく、ロットの拡大による
有利販売を目指した農産物のマーク統一を実施し、JAえひめ
中央の営農販売事業戦略の方向性を示しました。平成15年に
は、第１次営農振興計画（15〜17年度）、平成18年には第２次
営農振興計画（18〜22年度）を策定し、JAえひめ中央の進む
べき方向性と取組み方針により、営農振興を図って参りました。
　第２次営農振興計画の実施に当っては、営農指導体制は営農
生活センター構想の下、管内を８ブロックに分け、地区別営
農振興を図るための体制整備と方向性を示しました。しかし、
18年当初、営農指導員は本所配属であり、２年後の平成20年
４月に営農支援センターが管内９ヶ所に設置され、地域農業振
興体制がスタート致しました。
　第２次営農振興計画では、農産物販売額の維持と農家所得向
上が大きなテーマであり、特に、JAえひめ中央の基幹作物で
ある伊予柑を今後どうするのかが大きな課題でありました。栽
培面積が大きく減少する中で生産量35,000ｔの確保、こだわり
商品の生産拡大を目指すと共に、伊予柑からの品種更新を面積
目標に掲げ、産地再編と有利販売に努めてきました。また、そ
の他柑橘、落葉果樹、野菜、花卉、米穀、畜産においても単年
度目標の中で鋭意生産振興を図って参りました。
　しかし、農産物取扱額は平成21年度実績で148億円とこれま
でで最も少なく、特に柑橘が90億円（伊予柑40億円）でまさ
に危機的な状況となっており、産地の衰退は予想以上に進んで
います。農産物価格の低迷が続いている中で、生産量の減少、
品質の低下が顕著になっています。また、高齢化の進展、荒廃
園の増加、後継者（担い手）不足、産地のリーダー不在、JA
の牽引力の低下など産地を取り巻く環境が非常に悪化してお
り、抜本的な対策を講じなければなりません。
　第３次営農振興計画（23〜27年度）は、第２次営農振興計
画の進捗状況を検証しつつ、上記の課題と対策を整理し、JA
えひめ中央の５年後のあるべき姿として策定致しました。
　この計画書は、『笑顔あふれる産地づくり』をスローガンに、
当管内農業の振興と心豊かな地域づくり・人づくりを目指し、
取組んで参りたいと考えております。
　役職員総力をあげ計画の達成に向け邁進してまいりますの
で、組合員ならびに関係機関各位のご理解とご支援を賜ります
ようお願い申し上げます。

えひめ中央農業協同組合
経営管理委員会会長

岡本　健治

えひめ中央農業協同組合
代表理事理事長

菅野　幸雄
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宣伝活動を通じ、『えひめ中央』
をアピールします。

『食農教育プラン』に基づく消費
者との交流を深めます。

地産地消への取組みを強化しま
す。

女性・後継者・高齢農業者に対
する、農業支援に取組みます。

農地利用集積を行うと共に、農
作業支援体制を確立します。

認定農業者・集落営農・農業生
産法人等の育成を推進します。

経営分析の支援体制を段階的に
構築します。

安定生産と品質向上に向け生産
指導を強化します。

営農支援センターを基点とした
総合営農支援体制を確立します。

えひめ中央産品を周年販売する
店舗を拡大します。

企画販売を強化し、市場外流通・
直販事業を拡充します。

『えひめ中央』の
ファンづくり

地域における担い手づくり

生産指導体制強化による
農業所得向上

販売機能強化による
有利販売

重点市場とのパイプを更に強化
し、安定価格販売を行います。
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営農振興計画“基本構想”営農振興計画“基本構想”
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２. 営農振興計画
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JAえひめ中央農産物販売実績と計画（27年目標）	 （単位：ha・ｔ・千円）

項
目 作物名

21年実績 27年目標 27/21対比（％）

面　積 数　量 金　額 面　積 数　量 金　額 面積 数量 金額

果　

実

柑 　 橘 3,150.9 63,226 9,022,508 2,481.7 58,716 11,416,931 79 93 127

落 葉 果 樹 848.9 5,373 2,153,617 746.0 6,087 2,601,921 88 113 121

合 　 計 3,999.8 68,599 11,176,125 3,227.7 64,803 14,018,852 81 94 125

野　

菜

果 菜 類 43.4 2,846 855,289 50.7 3,715 1,131,223 117 131 132

葉 茎 菜 類 66.1 2,301 350,208 61.3 2,453 349,522 93 107 100

豆 　 類 42.2 507 217,118 54.8 652 288,476 130 129 133

特 殊 野 菜 5.7 735 586,693 3.4 872 748,369 60 119 128

合 　 計 157.4 6,389 2,009,308 170.2 7,692 2,517,590 108 120 125

花　

き

花 　 卉 14.4 2,377千本 258,508 9.3 1,880千本 227,085 65 79 88

花 　 木 41.8 3,255千本 261,135 44.4 3,331千本 282,036 106 102 108

合 　 計 56.2 5,632千本 519,643 53.7 5,211千本 509,121 96 93 98

米　

穀

米 2,227.2 2,754 504,135 2,127.8 2,792 516,561 96 101 102

麦 283.6 622 122,044 240.6 742 118,752 85 119 97

大 　 豆 6.4 8 1,164 3.6 7 1,300 56 79 112

合 　 計 2,517.2 3,383 627,343 2,372.0 3,541 636,613 94 105 101

農産物合計 6,730.6 78,371 
（花きは除く）

14,332,419 5,823.6 76,036 
（花きは除く）

17,682,176 87 97 123

畜　

産

肥 育 牛 586頭 203,463 650頭 220,000 108

乳 　 牛 95頭 903ｔ 99,619 90頭 850ｔ 85,000 94 85

養 　 鶏 459ｔ 60,047 480ｔ 72,000 105 120

合 　 計 1,362ｔ 363,129 1,330ｔ 377,000 98 104

総　合　計 14,695,548 18,059,176 123


